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私の前任教授「（故）平賀壯太 熊本大学名誉博士」

１９６５年 京都大学ウイルス研究所助手
１９８４年 同助教授
１９８５年 熊本大学医学部附属遺伝医学

研究施設分子遺伝部教授
１９９３年 同遺伝発生医学研究施設細胞

複製分野教授
２０００年 同発生医学研究センター

細胞複製分野教授
２０００年 日本遺伝学会木原均賞受賞
２００２年 熊本大学定年退職
２００２－２００８年 京都大学研究員
２００９年 日本遺伝学会名誉会員、

熊本大学名誉博士
２０２０年２月１２日 永眠

エピソード
こどものときから昆虫少年で、中学生のときに、
オオゴマシジミの幼虫の生態を研究し、論文発
表。その成果が図鑑に掲載。
熊本大学在任中から、チョウの蛹の保護色の決
定機構を研究。退職後、論文発表。



・私は、田賀センター長と交渉して、
2005年に発生研広報WGを創設。2008
年には、学生会の発足を支援。

・田賀さんの転出を受け、最後のセン
ター長、初代所長を引き受けることに
なった。

１．センターから研究所への発展的改
組転換（のちに附置研）

２．全国共同利用・共同研究拠点認定

３．（所長退任時に）副所長の設置

・粂さんの転出を受け、HIGOプログラ
ムのコーディネーターを引き受けるこ
とになった。

粂 昭苑 教授
プログラムコーディネー
ター



発生研広報WGの創設と学生会の発足



今や恒例の「新歓BBQ」



熊本大学博士課程教育リーディングプログラム
グローカルな健康生命科学パイオニア養成プログラムHIGO

(Health life science: Interdisciplinary and Glocal Oriented)

プログラムコーディネーター
発生医学研究所 教授
小椋 光

最終評価Sを獲得





AAAファミリータンパク質
(ATPases associated with diverse cellular activities)
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AAA (ATPases associated with 
diverse cellular activities)



Karata et al. (1999) JBC 274, 26225-26232. Okuno et al. (2004) JSB 146, 148-154.
Karata et al. (2001) Mol. Micro. 39, 890-903. Okuno et al. (2006) JSB 156, 109-114.
Krzywda et al. (2002) Structure 10, 1073-1083. Okuno et al. (2006) Genes Cells 11, 261-268.
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生命科学のためのモデル生物

出芽酵母





CDC-48-UFD-3複合体による
ポリグルタミン凝集体の形成と細胞毒性制御

Yamanaka et al. (2004) JSB 146, 242-250.
Nishikori et al. (2008) Genes Cells 13, 
827-838.
Murayama et al. (2015) BBRC 459, 154-
160.



家族性アミロイドポリニューロパチーの線虫モデルを作製

（本学神経内科学教室との共同研究）



Cdc48のD1ポアループの重要性

ФXG motif

Ф: aromatic
X : any 
amino acid
G: glycine



Cdc48-20Sプロテアソームの証明と筋萎縮性側索硬化症(ALS)との関連性

・Cdc48は20Sプロテアソームと複合体
を形成する。
・D1ポアM288Y変異は、タンパク質の

アンフォールディング活性が上昇し、一
群の基質タンパク質の分解を促進する。

・必須タンパク質（未同定）の分解が致
死性の原因である。
・基質の1つはSod1である（➡ALSとの
関連性が示唆された）。

Esaki, Islam et al. (2017) Sci. Rep. 7, 5475.
Esaki et al. (2018) Front. Mol. Biosci. 5, 56.
Islam et al. (2020) BBRC 523, 835-840.



Maximum frame rate: 30 ms/frame (video rate)
(100 x 100 pixel, 250 x 250 nm2)
Weak tip-sample interaction force: ~10 pN

高速原子間力顕微鏡で作動中のタンパク質分子を見る

金沢大学
安藤敏夫グループ



Supported by
CREST (Core Research for Evolutional 
Science and Technology) Program by JST 



Observation of movements of p97 in the presence of ATP

Time course Distribution

clockwise

counterclockwise

clockwise

counterclockwise

clockwisecounter-
clockwise

25 nm x 50 nm, 0.1 s/frame

p97  repeatedly rotates ～23°clockwise in the presence of ATP. 
Noi et al., Structure 21, 1992-2002 (2013).

20 nm x 40 nm, 0.1 s/frame



ERAD基質

UBL

UBA
UBA

Rad23

p97

26Sプロテアソーム

26Sプロテアソームp97 N-D1側 p97 D2側 Rad23polyUb4-avidin

Hrd1

ERdj5

ERdj5

タンパク質分解経路（ユビキチン-プロテアソーム系）を高速原子間力顕微鏡で見る

タンパク質複
合体中の基質

ERdj5 & ＰＤＩ
東北大稲葉グループとの共同研究
Structure 25, 846-857 (2017)
Ｎａｔｕｒｅ Ｃｈｅｍ．Ｂｉｏｌ．15, 499-509 (2019)



Hsp104リングは非常にダイナミック

Size : 40 x 40 nm
Scan rate : 0.1 sec/frame

10.6 sec 10.7 sec 10.9 sec 11.4 sec 11.7 sec 13.0 sec

8.4 sec 8.6 sec 8.7 sec 9.5 sec 9.7 sec 9.9 sec

東京農工大養王田グループとの共同研究
accepted for publication in Structure



その他のプロジェクト

ClpX, Hsp70, and biofilm
Sugimoto et al. (2010) JBC 285, 6648-6557.
Arita-Morioka et al. (2015) AAC 59, 633-641.
Sugimoto et al. (2016) Sci. Rep. 6, 25889.
Arita-Morioka et al. (2018) Sci. Rep. 8. 8452.
Sugimoto et al. (2018) Commun. Biol. 1, 52.

Spastin, katanin, and fidgetin
Matsushita-Ishiodori et al. (2009) Genes Cells 14, 925-940.
Onitake et al. (2012) JSB 179, 143-151.
Johjima et al. (2015) JBC 290, 11762-11770.

Development of C. elegans
Yamauchi et al. (2007) BBRC 358, 545-552.
Yamauchi et al. (2008) Dev. Biol. 318, 348-359.
Sasagawa et al. (2009) JCS 122, 3663-3672.
Sasagawa et al. (2012) JSB 179, 104-111.
Mojumder et al. (2019) BBRC 509, 462-468.

Cell biology of yeast
Sawamura et al. (2014) BBRC 443, 997-1002.
Chowdhury et al. (2018) J. Biochem. 164, 349-358.
Nahar et al. (2020) J. Biochem. 167, 279-286.



AAA型シャペロンが触媒する様々な反応

分解 脱会合移動脱凝集



Genes to Cells (2001) 6, 575-597. Review

AAA+ superfamily ATPases: common structure - diverse 
function
Teru Ogura1 and Anthony J. Wilkinson2
1Division of Molecular Cell Biology, Institute of Molecular Embryology and Genetics, Kumamoto University, Kumamoto 
862-0976, Japan, 2Structural Biology Laboratory, Division of Chemistry, University of York, York YO10 5DD, UK

The AAA+ superfamily of ATPases, which contain a homologous ATPase module, are found in all
kingdoms of living organisms where they participate in diverse cellular processes including membrane
fusion, proteolysis and DNA replication. Recent structural studies have revealed that they usually form
ring-shaped oligomers, which are crucial for their ATPase activities and mechanisms of action. These
ring-shaped oligomeric complexes are versatile in their mode of action, which collectively seem to
involve some form of disruption of molecular or macromolecular structure; unfolding of proteins,
disassembly of protein complexes, unwinding of DNA, or alteration of the state of DNA-protein
complexes. Thus, the AAA+ proteins represent a novel type of molecular chaperone. Comparative
analyses have also revealed significant similarities and differences in structure and molecular
mechanism between AAA+ ATPases and other ring-shaped ATPases.

2020年12月13日現在 被引用回数 770

Perspectives
AAA+ ATPases are important molecular machines for modulating macromoleculare
systems, being involved in what at first appeared to be a bewildering diversity of cellular
processes.





●小椋研の3か条

①私（教員）のことを先生と呼ばない。

②テーマは自分で決める。

③基本的に褒めません。

●恒例行事

①お花見

②教室旅行

③年2回の個別面談



神明造り神社＜模型＞ 完成（還暦祝い）

そして今から

神社検定壱級合格（平成30年6月）

●神社・古代交通・古代山城など、日本古代史に興味がある。

●第2の人生、これらのどれかを、ゆっくり、しかし真剣に研究してみようか。

【明石散人】完璧な理論は未来時間の事実に必ず敗北する。

完全なる空想はやがて事実として発現する。



味噌天神、天子宮（小天）、天社宮（高橋）

小天少彦名命神社
（天子宮）

味噌天神宮
（本村神社）
●熊大薬学部

高橋東神社
（天社宮）

聖徳寺

出典：国土地理院ウェブサイト（https://maps.gsi.go.jp/） 2 Km



天子宮（小天少彦名命神社）
由緒：和銅6年（713年）国司道君首名による創建。疫病（天然痘）が流行し
て、たくさんの人々が死んでいた。首名は万策尽きて、柊の木、椎の木を
立て、少彦名命・大己貴命（大国主神）の神籬として、七日七夜祈祷した。
（そのあとの現在の火渡りの神事につながる話、略）
『肥後国誌』に天心宮。天子宮の最初の鎮座地は、天神山であったという
説がある。
【創建由緒は、基本的に味噌天神のそれとそっくりである】
社殿の裏に神木のヒイラギが植えてある。

天社宮（高橋東神社）
由緒：和銅3年（710年）の創建。祭神は道君首名。首名は、灌漑によって、農耕の便を図り、農民か
ら信頼を得た。天社さんの楠は、推定樹齢1,300年以上で、首名を祭るご神木として崇められてきた。
【創建が和銅3年であれば、元の祭神は和銅6年に国司として赴任した首名では無い】

聖徳寺
雷神が井戸に落ちた話があり、寺には木造の雷神像がある。また、天社宮の楠につながれていた馬
を河童が聖徳寺まで引っぱっていったという伝説もある。

味噌天神宮（本村神社）
由緒：創建は和銅6年（713年）。道君首名（みちのきみのおびとな）が国司のとき、悪疫が流行して、
多数の死者がでた。そこで、国司は神薬の神として「御祖天神」を祭ったところ、まもなく疫病がおさ
まった。（そのあとの味噌の神となった話、略） 学説では、天神の御衣（みそ）を納めた「御衣天神」
であろうとされている。
【御祖は医祖（少彦名命）の転か、「みおや」と読み、神産巣日命（少彦名命の母神）と解釈してはど
うか】



ところが、
熊本にはご神木を祭る「天神信仰」がある。

多くは、菅原道真公をお祀りしていたので、菅原神社・天満宮になったのではなく、本来、自然神としての雷神などを指す「天神
（あまつかみ、てんしんと読んだかもしれない）」が降臨するご神木（天神木）を祭っていたために、「天神」からの連想で、菅公
天神信仰に発展していった。『国郡一統志』の天神・天神森➡『肥後国誌』天神社・天満宮へ変遷。【民俗学ではすでに定説】。
天神木の多くは藁縄を巻く「巻天神」で、典型的には七巻半。天神の他に、天子も同じカテゴリー。

熊本県には、菅原神社・天満宮が多い。
普通、天神といえば菅原道真公。

灰高天神 天神森の椋 七巻天神(女天神) 七巻天神(男天神)

岩本巻天神(森天満宮) 中尾菅原神社七森神社

➡

栗崎の天神樟(菅原神社) 郡浦の天神樟(本庄菅原神社)

合戦峰天子



かしのみね

山江村合戦峰の天子



肥前・筑後は「荒ぶる神」関連神社の宝庫

武雄神社
・大楠
・天神様

與止日女神社
・荒ぶる神
・豫等比咩天神
・大楠

櫛田宮
・荒ぶる神
・琴の楠

荒穂神社
（大野城市）
・荒ぶる神
・荒穂天神

荒穂神社
（基山町）
・荒ぶる神
・荒穂天神

姫古曽神社
・荒ぶる神

媛社神社
・荒ぶる神

筑紫神社
・荒ぶる神

『肥前国風土記』佐嘉郡
昔、樟の樹一株、この村に生いたりき。

郡の西に川有り。名を佐嘉川と曰ふ。
この川上に荒ぶる神有りて、往来の人、
半を生かし、半を殺しき。

『日本三代実録』貞観2年(860)2月
進肥前国従四位下田島神階加従四位
上。従五位上荒穂天神正五位下。従
五位下豫等比咩天神、久治国神、天
山神、志々岐神、温泉神並従五位上

出典：国土地理院ウェブサイト（https://maps.gsi.go.jp/） 10 Km



味噌天神・天子宮・天社宮の共通点
⇒ 天神木（巻天神）信仰
⇒ 『風土記』の荒ぶる神

私が本当に関心をもって調査を始めた順序は逆

１. 『風土記』の荒ぶる神
２．天神木（巻天神）
３．味噌天神・天子宮・天社宮の共通点

まとめ

果たして、完全なる空想は事実として発現するか？！
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